
・京都府管理の門型標識は40基、門型標識以外（F型、逆L型等）は約2100基。
・京都府の点検マニュアルや国の小規模附属物点検要領等では、路面境界部の状況に応じて、腐食状況
調査（掘削点検・はつり点検）を実施することとなっている。

・H28年度に標識詳細点検を実施したが、路面境界部（特にアスファルト部）の掘削、点検、埋戻しに
多くの時間や費用を要した。

・掘削を伴わない非破壊検査技術も提案されつつあるが、京都府では現時点では実用に至っていない。
＜発注規模＞

H30～H31 簡易点検
H32～ 詳細点検 N=300～400基程度、C=30～40百万円程度

道路附属物（道路標識、照明）の点検について
～ 道路付属物（標識柱等）鋼製支柱の土中部の点検を支援する技術 ～

・掘削点検に取って代わる非破壊検査技術が
ない。

現 状

課題１（点検時）

・掘削点検に変わる精度面及びコスト面に優れた非破壊検査技術の提案。
・掘削点検のスクリーニングとして、正確性・経済性に優れた非破壊検査
技術の提案。

新技術に求めること

・掘削点検のスクリーニングとしての非破壊検査
技術はあるが、不確実性があると考えられる。
（不確実な判定の場合、掘削確認する必要あり）

課題２（点検時・点検後）

H28 掘削確認状況
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